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（ ）午後 ３時１０分 開会

〇議長（宮下順一郎） ただいまから全員協議会を開会いたします。

本日の全員協議会は、各一部事務組合の現況と経過報告を受けることにし

ております。

市長職務代理者副市長から、各一部事務組合の現況と経過報告をお受けい

たします。市長職務代理者副市長。

（田頭 肇市長職務代理者副市長登壇）

（ ） 、〇市長職務代理者副市長 田頭 肇 各一部事務組合の現況と経過について

その概要をご報告申し上げ、協議の参考に供したいと存じます。

最初に、一部事務組合下北医療センターについてでありますが、平成19年

３月29日に開会されました組合議会第108回定例会に提案され、可決及び承

認されました９議案についてご説明いたします。

まず、議案第１号 一部事務組合下北医療センター国民健康保険川内病院

特別理事の設置及び給与等に関する条例の一部を改正する条例についてであ

りますが、これは、医師の確保及び定着の一環として、平成19年４月からむ

つ総合病院においても川内病院同様に特別理事を置くこととしたものであり

ます。

次に、議案第２号 一部事務組合下北医療センター職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、これは、国家

公務員の勤務時間、休日及び休暇に関する人事院規則の改正に準じて、休息

時間を廃止することとしたものであります。

次に、議案第３号 一部事務組合下北医療センター職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例についてでありますが、これは、人事院の国会及び

内閣に対する公務員給与についての勧告にかんがみ扶養手当の支給額を改正

するとともに、定率または定額となっております管理職手当を、一律に定額

制へ移行することとしたものであります。

次に、議案第４号 一部事務組合下北医療センター職員の給与の特例に関

する条例の一部を改正する条例についてでありますが、これは、佐井診療所

の職員につきまして、佐井村に準じ、昨年度に引き続き平成19年４月１日か

ら平成20年３月31日までの間における給料月額の100分の２を減額するとと

もに、期末手当及び勤勉手当の額の100分の５を減額することとしたもので

あります。

次に、議案第５号 一部事務組合下北医療センター病院事業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例についてでありますが、これは、指定管理者

制度の導入に伴う条文整備を行ったものであります。
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次に、議案第６号 一部事務組合下北医療センター総務費に係る負担金の

平成19年度分賦につき承認を求めることについてでありますが、これは、平

成19年度の議会費を除く総務費の構成市町村の分賦について承認を得たもの

であります。

次に、議案第７号 平成18年度一部事務組合下北医療センター補正予算に

ついてでありますが、これは、給与費、市町村負担金・補助金及び建設改良

費について補正したものであります。

次に、議案第８号 平成19年度一部事務組合下北医療センター予算につい

てご説明いたします。

最初に、業務の予定量についてでありますが、病床数は729床、患者数は

入院患者を年間延べ21万 14人、外来患者を年間延べ48万 7,571人と見込んで

おります。

次に、収益的収入及び支出についてでありますが、収入では、本部収益及

び病院事業収益で137億 4,160万 2,000円、これに対する支出は、組合事務費

である総係費及び病院事業費用で130億 1,294万 7,000円を予定し、差し引き

７億2,865万5,000円の税込純利益となる収支計画となっております。

次に、資本的収入及び支出についてでありますが、収入では企業債及び負

担金等で３億7,046万円、これに対する支出では、建設改良費及び企業債償

還金で８億1,823万5,000円を予定しております。

なお、施設ごとの病床数等につきましては、お手元に資料を配布しており

ますので、省略させていただきます。

次に、議員提出議案第１号 看護師の増員を求める意見書についてであり

ますが、これは、医療及び看護業務の充実を図るため、国に対し、看護師の

増員を要望するものであります。

次に 下北地域広域行政事務組合についてでありますが 平成19年３月26日、 、

に開会されました組合議会第86回定例会に提案され、可決及び承認されまし

た６議案１報告についてご説明いたします。

最初に、議案第１号 下北地域広域行政事務組合条例を左横書きとする措

置及び用語等の統一に関する条例についてでありますが、これは、現に効力

、 、を有する条例の書式をデータベース化に適した左横書きとし 合わせて用語

用字等の表記の統一を図るためのものであります。

次に、議案第２号 下北地域広域行政事務組合職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、これは、一部事務

組合下北医療センター議案でご説明申し上げたものと同様のものでありま

す。
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次に、議案第３号 下北地域広域行政事務組合職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例についてでありますが、これは、人事院の国会及び内閣

、 、に対する公務員給与についての勧告にかんがみ 扶養手当の支給額を改定し

及び特殊勤務手当の支給対象から管理職職員を除くとともに、所要の条文整

備をしたものであります。

次に、議案第４号 下北地域広域行政事務組合職員の特殊勤務手当に関す

る条例の一部を改正する条例についてでありますが、これは、特殊勤務手当

の種類等を見直し、職員給与の適正化を図るためのものであります。

次に、議案第５号 平成18年度下北地域広域行政事務組合一般会計補正予

算についてでありますが、これは、決算見込み等により補正したものであり

ます。

次に、議案第６号 平成19年度下北地域広域行政事務組合一般会計予算に

ついてでありますが、予算総額は、歳入歳出とも58億5,209万2,000円となっ

ております。

次に、報告第１号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについ

てでありますが、これは、平成18年度下北地域広域行政事務組合一般会計補

正予算でありまして、仙台防衛施設局からの特定屋外タンク貯蔵所の設置申

請に対する危険物設置審査業務に係る予算措置に急を要したことから専決処

分し、報告したものであります。

なお、２月１日後の医師の異動については、お手元に資料を配布しており

ますので、ご了承いただきたいと存じます。

以上、各一部事務組合の現況と経過の概要をご報告申し上げた次第であり

ます。

〇議長（宮下順一郎） これで市長職務代理者副市長の報告を終わります。

合併以降、全員協議会では主として市長より各一部事務組合の現況と経過

報告を受け、報告の内容と各組合の現況について質疑応答を行っておりまし

た。しかしながら、二つの一部事務組合の管理者でもありました杉山市長の

急逝により、現在両一部事務組合の管理者は不在となっております。

先ほどの市長職務代理者副市長の発言の内容及び先日開催された会派代表

者会議におきまして、今定例会で開催される全員協議会については、両組合

の管理者不在の状況を十分に考慮して、資料の提出のみとし、質疑応答は行

、 、わないことが各代表から了承されたことを踏まえまして 質疑応答は行わず

本日はこの程度にとどめたいと思いますが、いかがでしょうか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（宮下順一郎） ご異議なしと認めます。
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お諮りいたします。本日の全員協議会は、これで閉会したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（宮下順一郎） ご異議なしと認めます。

よって、本日の全員協議会はこれで閉会いたします。

午後 ３時２１分 閉会

上記のとおり相違ありません。

むつ市議会議長 宮 下 順一郎
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